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耕起した放射能汚染水田を除染する�
ための水による土壌撹拌・除去技術� 資源循環工学研究領域�

水資源工学担当上席研究員�

石田　聡�

　水による土壌撹拌・除去技術は水田土壌か
ら放射性セシウム（Cs）を除去する技術の
一つで、水田内で土壌と水を攪拌混合し、発
生した泥水を圃場外に排出し、放射性Csを
多く含む細粒土を分離・除去します。その特
長は、放射性Csが土壌中に拡散し、表土削
り取りの効果が小さい水田でも除染が可能な
ことです。しかし、これまでは泥水がポンプ
で排出される前に細粒土が水田内に沈殿し、
除染率が低下する問題がありました。�
　本技術は代かき機に装着した３列ノズルか
ら代かき濁水をバキューマにより吸引し、濁
水中の懸濁物質を沈殿させずに水田外へ導き、
分級・脱水システムによって懸濁物質の粒径�
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分級を行います。吸引部は径50mm（先端
100mm）の塩ビ管を使用します（写真）。
　分級･脱水システムの手順は､濁水回収シス
テムからの濁水→原水槽→サイクロン（遠心
分離）→ハイメッシュセパレータ（粒子分別）
→貯留槽→濁水処理（凝集剤添加）→フィル
タープレス（脱水）→脱水ケーキ作成の順で
（図）、粗粒分や脱水の過程で発生する上澄み
液（放射性Cs濃度１Bq/L未満）は圃場に戻
します。システムは全て汎用機械で構成され
10tトラックに積載可能です。実際の除染作
業では放射性Cs濃度と土壌粒径の関係を分
析によって求め、分級・除去する粒径を決定
します。�
　粗粒・細粒分岐粒径0.075mm、代かき中
の湛水深100mm（定水位）、代かき深200mm 、
トラクター速度2.6m/分の条件で福島県で行
った実証試験では、除染前の土壌中の放射性
Cs濃度（初期濃度）2,970Bq/kgが、１回の
除染作業で1,760Bq/kg、２回目で968Bq/kg 、
９回目には602Bq/kgまで減少しました。濃
度低減率は80％で、このうち細粒分の除去
効果は30%、下層の未汚染土壌の混和による
希釈効果は50％でした。10aあたりの吸引作
業時間は約４時間でした。�
　本技術はこれまで実施が難しかった、原発
事故によるフォールアウト後に、耕起作業や
野生動物による攪乱によって土壌中に放射性
Csが拡散した水田における除染作業に活用
されることが期待されます。�

図　濁水回収システムと分級・脱水システムの構成

写真　３列ノズルをトラクターに取り付けた状況


